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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・各チームで医療福祉学会の読み上げ原稿を作成すること。
・日用品の物品管理が出来ておらず、特にトイレットペーパーの発注がギリギリか足りなくなることが続いているので、日常的に物品の管理に努めること。
・WIZ回覧でコメントされているが、メールを既読したあとに指摘事項を訂正せずに日数が経過する事が続いている。コメントを見た方はカンファレンス等で情報共有し、すばやく訂正できるようにすること。
・人事考課について、面談スケジュールを入力し、面談3日前までに考課表を小嶋SGMまでメールで送ること。
・年末年始に関して…デイナイトケアは1/3から、ナイトケアは1/4から開始予定。
・11/3（土）は写真撮影まで時間があるため、館内の清掃を行う予定。
＜研修案内＞
〔外部研修〕

①11/9（金）八戸地区認知症疾患セミナー
場所：パークホテル

②11/17（土）精神科デイケアスタッフ研修会

　場所：弘前愛成会病院　デイケアあゆみ

③11/27（火）青森県精神病院・診療所協会　第3回研修会

　「口腔ケアとオーラルフレイル予防、機能的介入技術」を学ぶ

④12/9(日)9：30～16：00　臨床精神医学研究会
　場所:コラッセふくしま　401会議室　参加費：3,500円　申込み締切：12/6（木）
〔院内・法人内・グループ内研修〕

11/3（土）医療福祉学会特別講演　第5回法人研修

テーマ：「富山型デイサービスについて」
＜提出期限＞

・11/5（月）昼　10月分月報
・11/8（木）10月分経過録

＜青明舎登録者情報交換＞

・我満奈津紀様～27日訪問。訪問時寝ており「朝まで覚えていたんだけど…」と話す。就労継続支援A型の利用を検討しているが、すぐではなく来年4月くらいの利用を検討してみては？と助言を受けたと話している。交際相手は週2～3回来ている。金銭面について長女の着物の月々の分割払いを2か月滞納している。

長女は就労継続支援B型の利用を検討しており、同事業所利用を想定して青明舎に来所している（毎週火・木曜日9～15時）。長女の体調が思わしくなく、訪問日の朝に嘔吐したと聞いている。

→26日（金）長女の精神症状が不安定であることから見守りのためデイケアを欠席したことを伝えている

・福井　彩　様～23日来所。依然として物が二重に見えることが認められるが、八戸市立市民病院に救急搬送されたときより体調は良好と話す。長男が入園する保育園は学区内のほうが良いか？等と考えているが、ゆっくり検討するよう助言している。

24日来所。翌25日離婚について弁護士と面談予定。養育費（4万円/月）はほぼ確定だが、長男との面会交流の取り決め内容について夫側が細かく条件を出していると話す。実施日時や頻度等を含め今後検討していく予定。
・松川　順子様～23日あっぷるハート職員がデイケアに来所。「もらった18,000円はどうすればいいんですか？」と同日連絡があり、小遣いであることや残金は都度封筒に入れるよう助言している。24日夜地震があった後に不安感を訴え連絡があるが、“夜遅いのでとりあえず寝ましょう”と助言し終話している。

普段と違い27日（土）青明舎の利用時間が午前中であったが、間違えず午前中に来所し洗濯をしている。「掃除機の購入どうしよう…あっぷるハート連絡しなきゃいけないけど連絡したくない」「バス券持ってないどうしよう…」と話の内容が頭に入らない。

28日訪問。ほほえみ共通バス券の利用申請について「平日はデイケアに行ってるから、市役所に行く時間がない」と話す。本人的に遅刻はしたくない様子であるため早退を勧めている。部屋の掃除は行き届いておらず、台所のカビや水垢が目立つ。使用金額や食事内容は変わらない。新品の歯ブラシの毛先が2～3日で広がってしまうため強くこすりすぎているのでは？と。開封した歯磨き粉が5個程あるが購入することがあるため、使い切ってから購入するよう助言している。

→前回入院前より連絡の頻度は減っていることを伝えている
・川口八寿子様～24日来所。「デイケアのロッカーの鍵届いてないですか？」と話しており、届いていないことや青明舎で見つかり次第教えることを伝えている。
　　　　　　　　→「探すの諦めました」と話している。今後合鍵を作製予定
・高柳　和子様～24日訪問。23日頭痛が生じたため頓服薬を服用。26日（金）サンデーで2万円弱のガステーブルを購入している。腐りかけの部分があり歯科で治療中。膝痛が持続しており「湿布は膝を曲げたときに剥げちゃう」と不満を訴えている。頭皮に傷があったため確認すると、爪を立てて洗髪しているという。皮膚科受診を勧めている。
　　　　　　　　→体重が1㎏ずつ減少している。以前より野菜を取り入れているという。入浴は当館を利用すれば銭湯より安いため、利用日以外でも入浴が可能であることを伝えつつ当館での入浴を勧めていく
・船場　幸子様～25日来所。おくでら整形外科クリニックへの通院が億劫になってきたため、当院で処方してほしいと主治医に話したようだ。処方されているロキソニンゲルに替わるナパゲルン軟膏を当院で処方予定。現在も疼痛は持続しているという。
・浅坂　政美様～28日訪問。73～74㎏で推移しており、「運動しないと太るんだよ」と話している。食事摂取の順番として最初に野菜を摂取すると良いことを助言している。小遣い帳を確認し使用金額は普段と変わらず、間食も必要以上に摂取していない。
自宅では表情がぽわんとしているため、青明舎スタッフが当館に来た際にすぐ本人を見つけることができなかったという。当館では気を引き締めた表情をしている。
→毎週月曜日に体重測定している。運動療法（レクダンスやラジオ体操等）に積極的に参加している。時折早歩きすることがあるため、転倒に注意していく
・森田　清助様～小嶋SGMが診察日に会った際に大久保恒夫様が自宅訪問したか確認すると「年金が振り込まれたから今月はいいんだ。来月があぶねえ」と話していたことを情報提供している。
・平　京子　様～姉が保証人になってくれるとのことで23日（火）書類を郵送している。生活保護の停止や廃止等は今後決まると生活保護担当者に言われたという。また国民健康保険税の通知書はまだ届いていないことを情報提供している。
＜グループホーム入居者情報交換＞
・淡路智恵子様～デイケア利用時の昼食代について数年前に“なるべくお釣りが出ないようちょうどでほしい”と言われたことが忘れられず、そのために銀行で両替していると話している。また「65歳になったらアパートがいいかしら？老人ホームがいいかしら？」「1日3食出てきてほしい。でも洋服は捨てたくない」と話すことから、“じゃあグループホームにいたら？”と世話人が伝えたという。
11/3（日）世話人（白石氏）と敷布団を購入しにしまむらに行く予定だが、確実に購入するかは不明。
・繁名　和恵様～生活保護担当者による調査で生活保護が打ち切られる可能性が高く、早くて11月で、打ち切られる場合は通知書が届くと言われたという。生活保護費と年金が振り込まれる通帳をそれぞれ2冊を所持しており、生活保護費の通帳は60万円程、年金の通帳は60万円以上が残高にあることが判明。現在月8万円で生活しており2万円は貯金していた。しかし生活保護が打ち切りとなった場合は、医療費等を考慮し月10万円で生活するとなると半年程で貯金がなくなると推測。貯金がなくなり次第、再度生活保護の再受給について検討していく必要がある。“食費どのくらいかかってるの？”と世話人が声掛けし財布の中身を見せてもらう予定。
「眠い」「便秘だから」等の理由でデイケアへの来所に拒否的で、デイケアまで世話人が同行する等、強力な介入を要している。また食事摂取量の増加が著しく、大きい鍋に豚汁やシチューを作ることがある。「みんなにちょっとあげる」と入居者に振る舞う発言もしている。
本日怒り口調で「内科行く！」と話し、世話人同行で鹿内内科医院を受診している。

→静養室での休養が増えている。グループホームでも調理以外は臥床傾向となっているという。次回診察時にデイケアスタッフが同席し、デイケアやグループホームでの様子、デイケアの出席率、栄養指導の導入等について主治医に相談予定
・古舘　ヨリ様～冷蔵庫内の整理整頓を世話人と行う予定で、水曜日午後を検討中。日によって表情が硬かったり穏やかだったりと変動がある。
　　　　　　　　→グループホームでの入浴を拒んでおり、当館か“森のかおり”という公衆浴場をよく利用しているという。

・豊川　明男様～左手首の疼痛を訴え、湿布対応している。疼痛の頻度について世話人には2日おき、鳥谷部Nsには月1～2回、再度世話人が確認すると年1～2回と定まっていない。
・中村与一郎様～おくでら整形外科クリニックを定期的に受診している。
・田中　一　様～金銭管理について月2回で白石氏と面談を実施していく。
・下妻　康貴様～11月に2泊3日の社員旅行に参加予定。
・関　秀治　様～11/1（木）十和田市の病院で健康診断を受けるため前日午後に帰省予定。職場先での年末年始の休みについて以前であれば直前に取っていたが、今年は既に取っており評価している。
　　　　　　　　→担当スタッフが購入したレシートを確認すると、食パンや菓子の購入はない
・番沢　政勝様～世話人に金銭面の不安を訴えている。毎月3,000～5,000円は貯金しているようだ。
　　　　　　　　→生活保護は受給したくないとのことで、その意思を尊重していく。数年前に貯金した大金を母にあげたことがあるという
・若松　邦生様～26日（金）から風邪を引いたため、翌27日の健康診断をキャンセルしている。
・村上　元道様～妹が帰郷している。疲労感を訴えることがある。眠気が強く、就床前
　　　　　　　　薬の服用前に就床してしまうことがあるため、次回診察時に減薬してほしいことを話す予定
・坂本　秀男様～主援助者から年金が減額されていると話がある。2万円程減額され、2か月135,000円程。減額された理由が不明であるため、南部町役場や年金事務所等で確認していく。

＜利用者様情報＞
デイケア
・駒木　洋士様～本人より電話連絡があり、腰痛がある為本日のデイケアを欠席するとのこと。詳細を確認すると昨日から腰痛があると話しており、心当たりとして長時間の歩行をあげている。以前、精神症状の悪化の経緯として、過活動による腰痛があったことを振り返り、過度な活動は控えゆっくりと休養するよう伝えると、「わかりました」と答え、電話を終えている。
・繁名　和恵様～本人より電話連絡あり、排便がなく体調が優れない為、内科受診する予定であると話している。その後、グループホーム世話人より連絡があり、週末より排便がないとの訴えが聞かれ、デイケアへの来所に関して拒否的である為、世話人同伴で内科受診し、問題ないようであれば出席する予定であるとの情報提供がある。12：10頃本人より電話があり、本日は体調を見るようにと医師に言われた為、デイケアの欠席を希望している。内科受診では、心電図、採尿検査を実施し、心電図ではいい結果ではなかった様子で、筋肉注射をしてきたと話している。その後、世話人に電話が代わり、検査は実施ししたが診断名はつかず、様子を見て明日の朝も調子が戻らないようであれば、再度内科受診するようにるようにと医師から話があったとのこと。その為、本日は大事をとってデイケアを欠席となる。
・佐々木理佳様～就労について話があり、就労継続支援A型『アイデンド』にてポスティング作業をしたいと話している。理由を尋ねると、たまたま仕事を見つけたと話しており、その他に運動になることやデイケア利用者の家に行けることを挙げている。主治医にはまだ相談しておらず、明日面談があるとのことで、その際に就労の相談と現在持っている主治医意見書が古い為、再作成を依頼する予定であると話している。その他、以前「服薬をしたくないと思うが、なんとか服用している」と服薬に対し否定的な発言が聞かれていたことについて、振り返りを実施、幻聴に服用するよう促された為、飲む事にしたとの発言が聞かれている。
・成田　尚史様～本日体験利用実施。エアロビは途中参加しており、講師の先生がまだ動作の模倣をしなくてもいいと話しているが、急な動きについて行こうとする場面がある。複雑な動作になると、似せた動作で早い動作についていこうとしている。昼食時は個室で短時間で食べてエアロバイクを行っている。
デイナイトケア
・岩城　敏夫様～先週風邪のため欠席していたが、本日来所している。午前中、時折くしゃみをすることがあるが、プログラムには参加している。他者交流もあり、笑顔見られている。昼食は全量摂取しており、体調について聞くと、「咳はでるけれど大丈夫です。」と話している。
・鈴木真知子様～青風荘より情報提供があり、自宅に連絡したいことを話しているため、数日開けてみてはと促していたとのこと。本日は、冴えない表情で来所しており、プログラムには参加しているが、眠気のある様子が見られている。12：30体調について、「口の周りが調子が悪い。」と話し、静養室で1時間休みたいとの希望が聞かれている。血圧143/92ｍｍHg、脈拍81回/分。静養室にて休養している。
・倉橋　生子様～青風荘より情報提供があり、「だれかが私の部屋に入ってきている。」と被害妄想様の発言が聞かれていたとのこと。また、今朝は個別の面談希望で、スタッフに相談する予定であると申し送りがある。来所すると、他メンバーを睨んでいるため、声掛けすると睡眠がとれていないことを話している。会話中も、苛々することや、声高に話すこと、急に笑うことがあり、気分の変動が見られている。その後相談があるとのことで、以前青風荘で、特定利用者様のアイスクリームを食べてしまい、まだ謝っていないことを話している。そのため、特定利用者が不快な思いをして、倉橋様の部屋に入り、部屋の物を移動したり、衣類がほつれていることがあることを声高に話している。話を傾聴することで、落ち着くことができている。被害妄想様の発言が2週間継続して聞かれている。
ナイトケア
・村上　元道様～自身のスマートフォンを耳に当て「あれー妹の携帯電話繋がんないなー電池切れてるんだべが」と話す。また下妻様との会話のなかで「弟の番号着信拒否してるから」と普段より家族について詳細に話している。社会資源では飲食店を利用し、「たまにはこういうのもいいね。前は花見とかも行ってたのよ？」と話している。
・関　秀治　様～生活状況について確認している。収入は障害基礎年金2級と給料で、仕事は週4回2時間。引っ越してからスーパーマーケットに行く回数が増え、チンゲン菜やもらし等の野菜のほかにカップ麺を定期的に購入している。しかし米は実家からもらっているため、金銭面で困ることはないとのこと。その後「来週水曜日のナイトケア休みます。木曜日に健診があるので、その前日に仕事したら実家に帰るので…」と話しており、事前に欠席理由を教えてくれたことについて評価している。
＜事例検討＞
カンファレンスシート（　田中　一　様）
実施日：H30.10.29（月）13：30～14：00

担当：三國
検討内容　目標・治療計画の再設定と金銭管理について
	氏名
	田中　一　様
	性別
	男
	年齢
	55
	生年月日
	S37.11.1

	診断
	統合失調症
アルコール依存症
	合併症
	糖尿病

	治療方針（医師の指示）
	作業能力・持続性の向上、就労に向けた準備

	本人希望
	就労はまだ検討していないが、就労継続支援B型には行きたくない。

	家族希望
	なし

	入院歴
	1回（最終：H13.10.20～H14.1.5　駒木野病院（東京都））

	通所歴
	デイケア　　　：H20.8.20～H20.12.8

ナイトケア　　：H29.4.17～H30.5.2

デイナイトケア：H20.12.9～現在

	その他サービス利用
	特定相談支援事業所「青明舎」
グループホームあおめ

	住居：グループホーム
	家族構成
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保護者：従兄（瓦吹（かわらぶき）様）

	利用制度
	障害厚生年金2級（24万円程/2か月）
精神障害者保健福祉手帳2級
自立支援医療（5000円）

	現病歴
	30代頃からアルコールによる問題があった。H13.9頃から「アラブ人に追われる」等の被害関係妄想が出現し東京都にある南多摩病院の精神科を初診。同院から紹介されH13.10.20駒木野病院へ入院（アルコール依存症治療プログラム実施）。
H14.1.5退院後は同院への通院を継続していたが、妄想は消失することなく持続していた。H15.8就職するが解雇となったことから八戸市へ転居。転居に伴いH15.10.2当院初診し通院を継続。H16.3就職するが仕事内容を理解できず辞職。H16.8生活保護受給開始。H16.11障害年金受給開始に伴い、生活保護打ち切りとなっている。H20.10.18母が死去し単身生活となったことから、日常生活管理を目的としてH20.12.9グループホームあおばへ入居。入居に伴い同日からデイナイトケア利用開始。その後グループホームあおめに入居。以後も当院への通院、精神科H29.4.17就労継続支援B型うみねこ幸房を利用開始し、同事業所利用日はナイトケアを利用開始。H30.4就労継続支援B型うみねこ幸房の閉業に伴い、ナイトケアは退所となりデイナイトケアのみの利用となる。
薬物療法により幻覚妄想は潜在化しており、また断酒継続している。統合失調症残遺状態により自閉や感情鈍麻、意欲の減退が著しい。鍵の確認行為や電気・火元等の強迫行為を日常的に認め、時折日常生活に影響がでる場合があるが大きな支障となることはない。
当院や泌尿器科、皮膚科への定期的な通院を継続している。耳鼻科や眼科、整形外科へ受診希望があるが、新居となったグループホームの家賃等により金銭的に困窮することがある。


【目標・治療計画（現在）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	身体・病状管理を行う
	①精神症状に左右されず、現実検討できるようにする
	忘薬がないようにし、妄想がある際は現実と区別できるようにする。
	忘れずに服薬し、不安感がある場合はスタッフに相談する。また睡眠を確保できるようにする。スタッフは相談できる環境を整え、睡眠時間を確認していく。

	
	②食事内容に気を配り、体重の増減に気をつける
	間食や炭水化物量に気をつけ、運動時は体を大きく動かす。
	体重増加防止のため、毎日間食量と朝食内容を報告する。また運動時には大きく確保できるようにする。

	
	③対人交流技術の向上を図る
	対人関係を円滑にするため、感情コントロールを都度できるようにする。
	定期的に面談を設定し、対人交流の図り方について都度振り返りを行い、感情コントロールへの向上を図る。また悩み・不安感をこまめに取り扱い、情緒不安定とならないよう配慮する。


【検討内容】
	中期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①精神症状に左右されず、現実検討できるようにする
	・幻覚妄想の再燃はない
・忘薬はないが、9/27夕食後薬と就床前薬をやや遅く服用することがあった。当院薬剤師に電話連絡で確認していたが、世話人に報告していなかったとのことで声掛けしている。主治医からは薬袋にマジックで書いておくよう指導があったようだ。
・睡眠状況について9月に「眠れる日と眠れない日がある」と話していた。眠れなかった日の睡眠時間は2時間程で、その翌日は静養室での休養やプログラム参加時の居眠りが目立っていた。眠れた日の翌日は自己学習に取り組んだりプログラム参加時に発言したりと睡眠時間によって参加状況が変動している。現在は睡眠の不安定さを訴えることはなく、表情は冴えている。
	世話人への報告の促しや、世話人との情報共有を徹底していく
睡眠状況を適宜確認していく

	②食事内容に気を配り、体重の増減に気をつける
	・デイナイトケアを利用時の昼・夕食は配食サービスを利用している。前担当者には、偏食があり炭水化物の摂取量が多くなりやすいと話していたが、7月頃からタンパク質や野菜を摂取するよう心掛けていると話していたようだ。午前の運動療法は不参加だが、午後は参加している。
	

	③対人交流技術の向上を図る
	・デイケアを利用している特定女性利用者と話す機会があり、そのときに泣かれてしまったという。「同じことを何回も言ってきて、なんて言ってほしいのかわからないからめんどくさくなって、なんて言ったかはっきり覚えてないけど、強く言っちゃったかもしれない」と話すことから、言葉の使い方によってはショックを受ける可能性があることを伝えると、「話す機会があるかわからないけど、これからは言葉に気を付けて話してみる」と話している。
・特定女性利用者の言動に苛々感や嫌悪感を抱いており、時折声を荒げることがあった。
	感情コントロール不良となった際は適宜振り返りを行っていく。
適宜スタッフによる介入を要しており、今後も注意していく必要がある。
↓
声を荒げても差し支えない言動を特定女性利用者はしている。最近、感情コントロールが不良となっていないため目標変更


⇒金銭管理について
10/24本人・グループホーム世話人（白石氏）で面談を実施。
障害厚生年金2級（12万円/月）を受給しているが、次回入金に支払う分毎に振り分けており、今月使用できる金額は2,000円を切っていたことが判明。“切り詰めないと厳しい”と世話人から話があった。自動販売機での購入を控えたりスーパーマーケットで購入したコーヒーの持参を勧めたりしているという。今後も数か月は定期的な金銭管理を行うことで了承している。
担当スタッフにも病院受診による医療費が多額となり医療費控除等はないか？と相談があるが、限度額適用認定証の住民税非課税世帯（区分オ）でも自己負担限度額（354,000円）を伝えている。
【目標・治療計画（再設定）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	身体・病状管理を行う
	①精神症状に左右されず、現実検討できるようにする
	忘薬がないようにし、妄想がある際は現実と区別できるようにする
	忘薬があった際は自らスタッフに報告できるよう関係性の構築を図っていく。睡眠時間を確認していく。

	
	②食事内容に気を配り、体重の増減に気をつける
	間食や炭水化物量に気をつけ、運動時は体を大きく動かす
	体重増加防止のため、毎日間食量と朝食内容を確認する。また運動時には大きく確保できるよう声掛けしていく。

	
	
	
	


⇒中期目標③は金銭管理について取り入れる。配食サービスの昼・夕食代の前払いについて本人と話し合っていく
